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更に，第4地点として，向斜構造を確認し又向斜構造

東翼に於ける炭層深部の賦存状態を究明する爲に，四ツ

倉駅の南・方直距約2kmの下仁井田附近に深度1，000m

の試錐を実施することは極めて有効であるものと信ずる。
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長野県木曾地方㌣ンガン鉱床調査報告

宮本　弘濫馨　称　昇一．瓢膏
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Report　on　the　Manganese　Ore　De笹osits

　　ofKiso　Distゼiet，Nagano
　　　　　Pre£eetu騰．一　　　　、＼

　　　　　　　．by’
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・The葦・11・win暮』rep・r隻Uescribesthesev6n・

manganese　mines　in：KisO　district　which　were

sur▽eyed　from　May　to　June，1950．

　The　ore　d6posits，which　belong　to　a　re』

Placement　type，　occur　in　the　Palaeozoic

』clays1＆te＆chert。
　The　principal　ore．foτming　minerals　in！the　・

southern　part　of　the　River　O㌻翫ki　consists　of

pale　purple　rhodoOhrosite　and　pale　pink

mangan　silicate　with　avera窪e60ntent　of．

Mn25r－30％，and　ore　reser▽es　estimated訊t

4，000t3while　the　northem　par㌻of　th6river．

consists　of　毛11e　so・called　σ之z痢ゑ　and　oho（70」σ招

（rh・d・chrosite，tephr・iteandrh・d・nite’etc〉

ty’pe　with　Mn35％ンSiO220％and　estimated

・
．

at1，700t，

　All　the　dep6sits　of　Kiso　dis丘ict　may　be

expected’to　produqe，翫t　maxin匙um・200t　per

mon，｛h，inc1Uding　the　largest　Sum＆Mine。

要 旨

　昭和25年5月・10日より，昭和’25年6月4日に亘

．り長野県西筑摩郡木曾地方のマンガン鉱床を概査した。

調査した鉢山は木曾・熊沢・壽満・コ本木・城山・大御

岳・王瀧・瀬戸川の7鉱山宅，木曾阻の上流地域に散在

する．木曾川の支流磯川の南離t曝のマンガン鉱石は・

淡紫色の菱マンガ財鉱及び淡紅色Q俗称パラキを主体と

する珪満で，見込品位Mn25・》30％約4，000tを推定す

る事ができ，Mn30％以上は大御岳鉱山の100tを除け
臼
ば
極
く 少い．王瀧川の北部地域の鉱石は俗称アヅキ●チ

ヨコレ＿ト鉱め系統であつて，Mn茄％以上の推定鉱量

は3，000t近くで，珪酸分も20％前後である。

　木禽地方の最大鉱床である壽満鉱山のムジナイワの鉱

床は最も将来性があり，推定鉱量1，700t，である。

　本地方では壽満鉱山のムジナイワの鉱床以外の各鉱床

は露頭部稼行の域を出でずして，大なる期待が置けず1

木曾地方として月200tを出荷すれぼ最大であろう。更，

一に鉱量を増すためには域内の地表精査を積極的に行い・

戸
新

期鉱床の開発に努むべきである5木曾川の支流昧噌川

流域は木曾鉱山を除けぼ，牟く未開地であるから，こρ

．方面に今後の課題が残され｛“るので1審なV・かと母牌す

る。F・

　畳鉱床部
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鉱山名 鉱区番号

木　曾’

熊　沢

壽　満

二本木
城，山
大御岳
ヨ…、瀧『

瀬戸川

試4852
試3312（東部）

不明（西部）

採101試2601

試3388

採168
試3800

試4861

試4648

『鉱　業　権　者

大東産業株式会杜・

八宝鉱業株式会社

綿織安太郎
長野県マンガン開発株式会社

　　　掘藤　一郎
　　　八宝鉱諜i株式会社

　　　八宝鉱業株式会社

　　、遽藤　憲司

鉱　床　の　位　置』

木組村籔原鉱伏国有林

新開村熊沢字小樽

新開村熊沢ムジナイワ，大倉沢

　　新開村二本木　大久保

　　福島町城山　カヒガ沢

　　王瀧村崩越村有林内

　　王瀧村崩越　穴沢
ヨ三瀧村瀬戸川国有林、高橋沢

五万分の一
地形図名≧1ミ

塩　尻

木曾福島

〃

〃

　〃
上”松
　〃

〃

　　　　　1調鰹鉱山＊
調査した鉱山に関する鉱区番号・鉱業権者。鉱床の位

置を上の表に示す。調査当時この外に2稼行鉱山があつた。

　　　　　2．．地　　
i形

本地域は木曾川の支流昧噌川・熊沢川。黒川・王瀧川

の諸流域に属して，御岳・烏屠峠・駒ケ岳連山を隔てて

松本及び伊那の両平野に接する地膨急峻な地域である。

域内には珪質岩類の急崖が到る処にあつて，交通搬出の

障害をなしている。マンガン鉱床は谷谷より200～300m

の高所の山腹に賦存し，鉱石等の搬出に簡易索道の便に

依存しなけれぼならぬものが多い。また現場附近で選鉱

用水を利用し得なV、ものが多い。

　　　　　3．地　　 質

本地域の地質は主として古生層からなり，との古生層

は本地域の南方より東方に亘つて選入せる花嵩岩類によ

つて貫恥れ・本地域の北西方の御岳を構成する輝石安山

岩によつて被われている。古生層を構成する主な岩層は

粕板岩・砂岩・石灰岩・珪質岩類・輝緑岩類等である。

粘板岩は黒色緻密なもの，千枚岩質のもの，珪質のもの，

凝灰質のもの等がある。砂岩には細粒堅硬の硬砂岩及び

擬灰質のものがあり，後者の砂岩には絹雲母の小片が認

められ，僅かに変質を受けている・珪質岩類はチヤート

が主で，珪化されたも．の，粕土質のもの，赤色のものが

ある。熊沢川流域には親石と呼ばれる角礫質の黒白珪岩

があり，マンガン鉱床の母岩をなすことが多V・。輝緑岩

類は大別して三つに分けられる。即ち腋状変質輝緑岩・

流状変質輝緑岩・輝緑凝灰岩であつて，壽満鉱山のムジ

ナィワで確認される如く，何れも概して古生層の層理に

　＊　本地域の地質及び鉱床に関する調査丈献として，

　　下記のものが挙げられる。

　　吉村豊文：本邦満俺鉱床調査慨報　第一報

　　地質調査所輯報（別輯）第一暑　贈和17年

　　小山一郎；木曾鉱山の調査　　昭和24年

沿うて胚胎するから，これらの輝緑岩類は古生層の一岩

層と考うるのが妥当のようである。王瀧川流域に於て花

醐岩の滋入を見るが，古生層を構成する岩石に対し・外

観上の変質が殆んど認められぬ。

　　　　　4．鉱　　際
本地域のマンガン鉱床は古生層中に胚胎する交代鉱床

で，濁岩は珪岩。チヤート・粘板岩等にして，珪化また

は粘土化を受けてV・る。母岩となつた珪質岩はチヤート・

珪岩が多く，城山鉱山では赤珪岩となり，鱒沢・壽満の

両鉱11！では概して親石と呼ぼれる珪岩である。母岩とな

つた粘板岩は概して千枚岩質であつて，軟質化より赤粕

土までの変質を受けでいる。城山鉱山の赤珪岩層中には

赤色の頁岩様の岩石の薄層を挾む。

域内の各鉱床は概Lて雁行状に配列する小鉱体の集合

であるが，瀬戸川及び熊沢の両鉱山では明瞭でない。　、

本地域では一鉱床中に於て西または南西方に位する小鉱

体によら下方に来る傾向がある。小鉱体の配列数は壽満

鉱山のムジナイワの鉱床では走向及び傾斜の方向に対

して5簡以上で，域内最大の鉱床を形1成する。『他の鉢床・

では5箇の小鉱体を認める事は稀れで，多く5箇以下で

ある。各・鉱床の形シ則ち小鉱体の集合状況は御岳江！頂を

中心とする円弧に相常する轡曲を示してV・る。但し壽満

鉱山のムジナイワの北鉱床は例外で，この轡曲は反対で

ある。二本木鉱山の一群の鈎床は更に雁行状に配列する。

黒川渡と御岳山頂を結ぶ線を境：と’して，鉱床の走向は

北東部では南北，南西部では粛西に走る傾向がある。壽

満鉱山の大倉沢附近の鉱床は北東部に位置す』るグ，東西

に近い方向に走つて〉・る。壽満及び城山の両鉱山に於け

る如く鉱況を左右する断層・粘土脈・割れ且には概して

東西または南北の方向を取る傾向がある。城山鉱山に於

ける南北断層は鉱床生成後のものと解される。壽満鉱山

のムジナイワの北鉱床の東西の断層は，鉱床生成以前の

ものと考えられる。その他の鉱床では断層等による鉱況

の変化は認められぬ。
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各鉱山の主要鉱床の規模を表示ナれぼ，下記の通りで

ある。

鉱山名

木曾
熊沢

［
壽 満

二本木

城山
大御岳

主瀧
瀬戸川

主要
鉱床麩

1
2
3
5
1
2
2
1

延　長’

　30m＋
12～17m

20～200m＋

10～50m＋

　60m
30～’60m

10～’20m

　20m

最天

2m

O．6m

1．5m

O．7m

O．7m
2m
lm
5m

傾斜延長・

　5m＋
10～15m＋
20～・50m＋

10m－
10m

10m』
5m
30m

　　　　　　　　セ　　　　　　　5．、鉱　 ・石
鉱山に於けるマンガン鉱石の呼称中，本報告に取入ら

れたものに就き下に略述する。

1」）．二酸化　酸化マンガン鉱の一種で，MnO2の含

有量を目的として取引される鉱石

～55％，SiO25～10％程度である。

9．）テフロ　テフロ石を主体とする，所謂鶯色を示．

す緻密な鉱石で，Mn40・》50％，SiO220｛’35％程度の

品位を保つている。

10．）バラキ　バラ輝石を主体とする石竹色の鉱石で

別名梅酢とも云われる。その品質はMn30～35％，Sio2

35％以上の品位を取る。

本地域のマンガン鉱石はヨ三瀧川を境にして，北と南と

はその趣が異る。即ち北部では普通の炭満系統，南部で

は珪満の系統に属する。

北部地域の鉱石

本地域の主な鉱石は，アヅキ・栗炭・チヨコレート鉱

等である。これに黒アヅキ・ブラウン鉱等が混入し，品

位を高めている。酸化鉱は二酸化または金属であるが』

大部分は露頭部に賦存し，大半採掘済となる転チヨコセ

ート鉱を代表鉱石とするのは，城山鉱山の第3鉱体，プ

2。）　金属　主として酸化マンガン鉱

に対して用いられる呼称で，Mnの含有

量を目的として取引される鉱石

3．）アヅギ　菱マンガン餌を主体と

し，テフ貸石・＞｛ラ輝石等力§混り，褐9紅

。緑を帯びた灰色の鉱石で，その品位は

Mn35～45％，SiO210～20％程度である。一

4。）縞アヅキ　縞状の色合を示すナ

ヅキでMn30～40％，sio215～25％の

贔位を示すのが普通である。

　　　　　　　クロクン5．）黒アヅ中　別称は黒炭で，暗紫

色乃至黒色の緻密な鉱石で，菱マンガン

・鉱，テフロ石系統のマンガン鉱物が主体

で，2｛ラ輝石が混入し，Mn40～50％，

Sio210～20％程度の品位を示している。

　　クリタン
6．）栗炭　栗色炭満とも呼ぼれ，栗

褐色を帯ぴた緻密な鉱石で，菱マンガソ

鉱ξ八ウスマン石等が主な構成マンガン

鉱物で，緑マンガン鉱を混ずる事が多い。

Mn35～43％，SiO210～20％程度の品

位を示してV、るら

7．〉白崖　Ca，Feの多い白色緻密な

鉱石で，菱マンガシ鉱・マンガンアンケ

ル石等よりなりぞMn『30～訂％・Sio210．

～20％程度の品位のものである。

8．）　デヨコレ欄卜鉱濃褐色の緻密

な鉱石で，主成分鉱物は菱々ンガン鉱。ハ　・

ウスマン石等である。その品位はMn45

十．

、

k

　　　　　　　一1、ノ　　　　　　　 ー

　　　　　　　！、　　　朝日村　1　　　　　　　／　　、、　　　　　　　　ブ
　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　、，　　　　，　　　　　　　　　　’、　　ノ　　　　　　　　　　ぐロ　　ノ　　　　　　　　　　｝〆’、ぐ，，
　　　　　　　　　　’　＼、　　　　　　　　　　儒　｝毒
∀㌧孤疽’曾弄～／誰
　　　　　ノ　　　　　　味　　　　、
　　　　　1　　　　　　／1
　西筑1摩君区濡』／l＿
　　　〆一・’・へ、

　　　！　　　　、　　　／　　　．＼

　　　、和王亀、1　，　鶴町・｝＼一．　）　1

　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　ぺ

　　㌧－　　木僻㌧＝ノ1）＼
　　　　　　　’』’『隔＼，曽　　　ノ　　！
　　　　　　　ノ　　、　緑，　，！　　f
×マンガ麟の騨一㌧　踏ル　1　＼・
・調査したマンガシ鉱山　　、　　隼＼／、

　　　　　　　　　　　O稼行竿文は稼行した事のあるマンガン鉱山　　　　　　’　　川

／齢署軌道　　　　昌　　、、　　0　　　5　　　『Okm

∠鵜／
　　■　1　　　！「

、第1図　長野縣木曾地方ヤンガン鑛山分布図
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ラウン鉱・黒アヅキは壽満鉱山のムジナイワの北鉱体に　　南部地域の鉱石は珪酸の含有率が大で，SiO2分20％

於七見受げられる。閣構成マンガン鉱物は，菱マンガン鉱・　以下のもの少量である。珪酸分30％以上のものが多V・

バラ輝右・テフロ石等が主で，とれにブラウン鉱・緑マ　　関係上，マンガン分も割含に低く，多くはMn30％以

　ンガン鉱・ペンウイス石等が部分的に混じているび豚石　　下と見込まれる。

としては黄鉄鉱・白鉄鉱（？P）・石英等がある。．　　　　　　　　　　　　　　7．現　　　　P況

　小鉱体に於ける鉱石の配列は，中心部が黒アヅキ・チ　　　調査鉱山中，二本木鉱山は簡易索道を外して休山中で，’

　ヨコレート鉱の如き濃色の鉱石が占め1周縁部に向うに　　壽満鉱山は鉱床の下部を稼行していたが，その他の鉱山

従V・淡色となる傾向がある。即ち中心部より黒色・茶色　　は露頭部の稼行を主とする坑内掘を行つてV・た。’調査鉱

緑色・白色と変化し，周縁部に於て白炭の如き淡色の鉱　　山はすべて一鉱体を稼行してv・た。炭満に関する撰鉱は

石に変化する事がある。従つて中心部はより品位が高い　　雑石取捨の程度である。「金寅」及び「二酸化」に関し

鉱石となる。城山鉱山の第3鉱体の如きは，中心部幅50　てほ，壽満及び木曾の両鉱山に於て四分目節による箭分

cnfがチヨ丘レート鉱となり『，周縁部10cm幅が淡色の　　けと水洗が行われ，粉鉱は廃石となる。

炭満となる。壽満鉱山の如く鉱体の中心部幅30cmがブ　　搬出設備として簡易索道を利用するのは，大御岳・壽

ラウン鉱で，、周縁部50cm幅は淡色の炭満になる。同］　　満・熊沢・木曾の各鉱山であり．木曾及び瀬戸川の両鉱

鉱床に於ても鉱石の配列は種々であるが，鉱床の両端に　』「山では森林軌道を利用する事が出来，奥地の翻に搬出の

近ずくに従つて，中心部を占むる鉱石は淡色のものとな　　便比較的良好である。これら2鉱山以外の各鉱山は山元

り，鉱況低下する傾向がある。　　　　　　　　　　　　近くまでトラツク運行酊能である。

　木曾鉱山の鉱床の下部に於ては，直径1m塚上に及　　　木曾地方に於けるマンガン舘石の出荷量は・，月平均

ぶ炭満塊が酸化鉱中に胚胎する。　　　　　　　　　　　　100t前後で，その送鉱先は大半は’福島町の大同製鋼会

　南部地域の鉱石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祉福島工場で，その他に日本電気興業会砒小国（申形県）

　本地域の鉱石は淡紫色の炭満淡紅色のパラキ等が比較　　工場，日本ステンレス会肚直江津工場がある。r二酸化」

的多く，テフ・’・栗炭等が局部的に混在し，品位を高やて　　は3松下電気会冠辻堂工場で電池用として利用される。

V・る。北部地域に於ける帯状配列をとる鉱石よりなる小　　　労務者の在籍数は7～13名であるが，木曾鉱山のみ

鉱体は見受けられぬ。また菱マンガン鉱が局部的に集含　　は24名である。

し良質の鉱石をつくる。珪満の表面は黒色酸化鉱に変化　　　本地域に於ては冬季30cm程度の降雪とかなりの気

している。王瀧鉱山の鉱石にはこの例に属するものが多　　温降下とが見られるが，作業9搬出に対して著しい障害

V・。小鉱体の周縁部に閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱等の硫　　とはならぬ。

化鉱物が伴うことが多V・。瀬戸川鉱山の5暑露頭では鉱　　木曾鉱江1に於て冬季一150Cの気溜降下を示し，1～2月

体の周縁部に硫化鉱物が厚さ75cmの薄層をなしている。　の間，搬出及び坑外作業が停止される。

外に脈石として石英。方解石が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　8．結　　』　論

　　　　　　　6．品位及び鉱量　　　　　　　　　　本地域内で最も期待されるのは1壽満鉱山のムジナイ

　本地域の鉱石の品位も王瀧川を境にして南と北とに於　　ワの鉱床で，北延長部と下部に対して相当の伸展が考え

、、てマンガン・珪酸の含有率の趣が異る。　　　　　　　　　られ，今後その方面の探鉱を続行ナ嘩きである。その他

　北部地域ではMn35～40％，Sio220％以下の鉱石　　の各鉱床は露頭部関発の域を脱し得た状況にあり，今後

・が比較的多、く，Mn30％以下りものが割合に少V・。帯状　　それぞれの延長部の鍾押探鉱を行うべきであるが乳瀬戸

構造を示す小鉱体も，その鉱石の種類が示す如く中心部’川鉱山の五号露頭の確定鉱量3，000tと壽満鉱山の推定

1は概してマンガンの含有率が高く，周縁部はマンガンの　　鉱量2，000tを除けぼ，会計1，000t以上の鉱量を推定

．含有率が低くなるばかりでなく．，珪酸分が増加する。壽　一する事は困難であり’，本地域とむて月20Gtの出荷量は

満鉱山の北鉱床の鉱石を例にとれぼ，中心部はMn48％　　最大であろうr。更に出荷量を増すためには地表精査を積

Sio215％程度のクロアヅキで周縁部は淡色の炭満で，　極的に行仏，新期鉱床の開癸を行うより外道なきものと

Mn3596，SiO220％となり，平均はMu42～3％，SiO2　，思考する。木曾鉱山を除けば，昧噌川流域は処女地であ

17～8％と見込まれる。城山鉱山では中心部はMn45％　　るから，その方面に今後の問題が残されてV・ると思われ

のチヨコレート鉱，周縁部はMn37～8％の原炭となり　，る。

Mn40％平均となる。木曾鉱山の酸化鉱はMn30～40　　　　　　　　　9．調査鉱山の概要

％で芝その中にMn35～40％程度炭満塊がある。　　　　調査した各鉱山の詳細は別に報告するが，概要を示ぜ

1
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ぼ下詑の通りである。

　し1．）．木曾鉱山

　〔鉱床の位置〕木組村籔原鉢伏国有林内。

　〔交　　　通〕中央線籔原駅の北方12km，営称署の

．軌道が籔原工場まで通ずる。

　〔鉱　　　床〕．古生層のチヤート及び粘板岩を母岩と

する交代鉱床。主な鉱床1。走向NS．傾斜40。～80。

E。走向延長30m＋鐘幅最大2m，傾斜延長5m＋。

　〔鉱　　　石〕　酸化鉱，アヅキ系統の炭満o

　〔品　　　位）Mn40％M血0260％

　〔現　　　況〕．稼行鉱床1．1稼行坑道3，簡易索道1・

延長125m，月産30亡

　2．）　熊沢鉱山・

　〔鉱床の位置〕　新開村熊沢小樽

　　〔交　　　通〕　中央線木曾福島駅の北東方約9kmピ内

7kmはトラツク運行。

　　〔鉱　　　床〕古生層中の粘板岩及び珪岩窒母岩とす

　る交代鉱床，主な錺床2』走向延長12～17m。傾斜延長

　10～15m，・鑓i幅0．2・》0・6mシ

　　〔鉱　　　石〕酸化鉱，アヅキ系統の炭満

〔品

〔現

3．）

〔鉱床の位置〕

〔交

5．5kmトラツク運行

　〔鉱　　　床〕　古生層中め粘板岩及び珪岩の接触部ま

たはその附近に胚胎する交代鉱床。主な鉱床2。

（1）仏ジナイワ鉱床南北の両鉱床よ城る・

　α）北の鋼床走向：N400W～N30。E～N40。W・願斜60

～80Wl走向延長200m，鐘幅最大1。5m，傾斜延長15m＋

　㈲南め鉱床走向N10。E，傾斜40。（・60。W，走向

延長40m十。鍾幅最大1mo傾斜延長20m十・

　（2）　大倉沢の鉱床　走向N80。E，傾斜60。～70。N

走向延長20m＋。鍾幡最大1m。

　〔鉱　　　石〕　クロアヅキ，アヅキ，1チヨコレ’一ト鉱，

ブラウン鉱，酸イヒ鉱

　〔品　　　位〕Mn35～45％

　O現　　　況〕稼行鉱床2。稼行坑道4・簡易索道2

（延長300m及び延長150m）。月産30t』

　4．）城山鉱山

　〔鉱床の位置〕　福島町城山，勇ヒガ沢

　〔交　　　通〕中央線木曾福島駅の北東方2kπき・カ

ヒ
、

ガ沢入口までトラツク運行。、、

　　位〕平均Mn30％
　　況〕　探鉱中，簡易索道1，延長400m，

翻満鉱山

　　　　新開村熊沢寺後一

　　通〕　中央線木曾福島駅の北東方約6km，内

　〔鉱　　．抹〕．．古生層中の渉球岩環びプヤ牌トを母岩

とする交代鉱床。主な鉱床1，走向EW。傾斜ooo～80。

N，走向延長60m。鐘幅最大0．7m，外に2鉱床あり

〔鉱　　 石〕　チヨマレ㌘ト館，酸化館ρ

、〔品　　　位〕平均駈ね4σ％

〔現　　　況〕稼行鉱床1・稼行坑道3。月産即t

　5．）　＝二本＊鉱山

〔鋼床の位置〕新関村二本木字内久保

　〔交　　一通〕　中央線木曾福島駅の北東方13km。内

12kmはトラツク運行可能。

　〔鉱．　床〕古生層に属するチヤート及ぴ粘板岩互

層中に胚胎した糞代鉱床。屯な鉱床4，・走向延長10～50

m。鐘幅最大0．2～1m，4鉱床共殆んど採掘済。

〔鉱

〔品

〔現

6．〉

〔鉱床の位置〕

〔交

内21kmはトラック運行，奥松駅へは営林署の軌道炉通

ずる。

　〔鉱　　　床〕古生層中の粘板岩及び珪岩を母岩とす

る交代鉱床，主な鉱床2，

　（1）北の鉱床　走向N60。～70。W，傾斜60。S・走

向麺長30n1＋。鐘幅2m以下。傾斜延長10m一・

　〔鉱　　　石〕　テフロ系統のものが多V、o閃亜鉛鉱・

黄銅鉱噸飲鉱等の硬化鉱物を伴う・

　〔品　　　．位）Mn35％

　．〔現　　　況〕稼行鉱床1。簡易紫道1（延長24σm）

・月産20t。

　7．〉翼瀧鉱山

　〔鉱床の位置〕　王瀧村崩越穴沢

　〔交　　　通〕　中央線木曾編島駅の南西方約23km，

内22kmはトラジク運行。上松駅へは営林署の軌道が通

ずる。

　〔鉱　　　床〕　古生層中の珪岩及ぴ粘板岩を母岩とす

る交代鉱床。主な鉄床2，i走向延長10｛’17m，鑓幅最大

0．5～1m。傾斜延長3＾》5mo

　〔鉱　石〕酸化鉱バラ輝石・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱等

の硫化鉱物を伴う。

　〔品　　　位〕　MnO280％，Mn－40％

　〔現　　況〕稼行鉱床2，月産20t程度。

　8．）瀬戸川鉢山

　〔鉱床の位置〕　王瀧村瀬戸川国有林高橋沢

　　石〕　アヅキ，栗色炭満，酸化鉱

　　位〕Mn35～40％

　　況〕休山

▼大御岳鉱山

　　　　王瀧村崩越

　　通〕　中央線木書幅島駅の南西方約22km。
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　〔交　　　道〕中央本線木曾編島駅の南西方約3丘m，

内23kmにトラック運行，上松駅へは営林署の軌消が、
、通ずる。』

　〔鉱　　　床〕古生層に属する粘板岩及び珪岩中に胚

胎する鉱床，主な鉱床工，走向延長20m，鐘幅5m，傾

斜延長30m。

　〔鉱　　　石〕　テフロ石及び菱でシガン鉄が主宅，鉱

石の表面は黒色の酸化鉱に被われる事が多v・。閃亜鉛鉱・

黄銅鉱・黄鉄鉱等を伴う臼。

　〔品　　　位〕Mn30％．

　〔現　　　況〕稜行鉱床1，月産20亡m。

　　　　　　　　　　　（月召禾rI251年5f》6月調査）
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